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唯識思想は, それを奉持する人々に対 して与えられた呼称が 「喩伽行派(yoga

cara)」であることからも明らかなように, 喩伽行の実践法に深 く関わつている。

にも拘わらず, 唯識思想はこれまで, 多 くはアーラヤ識説や三性説の方面から論

ぜ られ, 喩伽の行法 との関係からの考察は未だ充分になされたとは言えない。喩

伽行の実践過程における唯識説の担つている役割を明らかにすることによつて,

従来のアーラヤ識説や三性説にもとつ く唯識思想の理解 を, 新たに別の角度から

検討 し見直す ことができないであろ うか。以下に, 唯識説 を喩伽行の観法の上に

位置づけることを試みてみたい。

『大乗荘厳経論』第19章 功徳品第50偶 には次のように説かれている1)。

現前に立てられた相と, 自然に存在する 〔相〕とを全て智者が観察する時, 最高の悟り

を得る。

puratah sthapitarim yac ca nimittarn yat sthitam svayarim/

sarvarim vibhavayan dhiman labhate bodhim uttamam//

現前に立てられた相とは, 世親のBhasya2)に 依れば, 聞思修の加行に よつて

所縁とされた ものであり, 分別されたものである, とされている。安慧釈3)では,

過去の聞思修等の加行にもとついて, 喩伽行者が, 即座に死屍や青痕や骨鎖等の

相を, 現前に思い浮かべて立てたものである, と言われている。他方, 自然に存

在する相とは, Bhasya4)に 依れば, 本来所縁 となつているものであり, 努力しな

くとも分別されるものである。安慧釈5)では, それは, 即座に思い浮かべて立 て

られた ものではなく, 衆生が無始時来の輪廻において損われていて, その為に努

力しなくても, 瓶や布等 として自ずから心に現われて くるものである, と述べら

れている。

つまり, 現前に立てられた相とは, 喩伽行者が, その初歩的な段階で修習する

不浄観等の観想の対象である死屍や青痕等である。それに対 して, 自然に存在す

る相とは, 瓶や布等の 日常的な経験の対象である。

更に, これ ら二つを観察する場合には, 先に現前に立て られた相を観察し, そ

の後に, 自然に存在する相を観察する, とい う順序で行われ ることが, 世 親の
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Bhasya6)に は注記 されている。安慧はそれを次のように註釈している7)。「その二

つを空として修習する順序は, 最初に, 現前に立てられた相である骨鎖等を空と

して観察する。どのように観察するのかと云えば, 骨鎖等のこれ らの顕現は, 心

における顕現にすぎず, 真に存在しているわけではない, と観察するのである。

〔次に〕瓶等の自然に存在するものを空 として観察する。どのように観察 す るの

かと云えば, 骨鎖等は心における顕現にすぎず, 自性があるわけではない。それ

と同じように, これら瓶等も心における顕現にすぎず, 自性があるわけではない,

と 〔観察二するの〕である。」

このように不浄観等の対象である骨鎖等を心の顕現にすぎないと観想すること

と, 日常経験の対象をも心の顕現にすぎないと観想することとの間には順序の存

在することが注記 されているのである。この注記は, 「全ては心の顕現 にす ぎな

い」 とい う唯識説が, 喩伽行の過程において担つていた役割を理解する一つの手

掛 りになるように思われる。

唯識説は, 或 る場合には, 同一の対象がそれを認識する各人の過去の経験の相

違によつて, それぞれ異つて経験 される事実を説明するものと考えられた り, ま

た或る場合には, 喩伽行者の心と対象 とが一つになつた悟 りの世界を説明するも

のと考えられた りする。唯識説をその原形において理解するために, 如上の注記

に従つて, 上記の二つの観想に順序が設けられていることを念頭におきつつ, 喩

伽行の最初の段階が修習される, 「現前に立てられた相」である骨鎖等 を対象 と

する不浄観等の観想において, 唯識説がどのような位置を占めているかを考察 し

てみたい。

初期の喩伽行論書である 『喩伽師地論』や 『解深密経』には, 喩伽行者がその

初歩的な段階において, どのようにして止観の対象(alambana)を 尋求 し, 獲得

し, 修習し, そしてその果を得るに至るか, どいうことが詳細に説かれている。

『喩伽師地論声聞地』には, 止と観(amathaとvipayana)と によつて初学 の行

者が喩伽行を修習する仕方が説明されている8)。

それに依れば, 先ず行者は対象を尋求することから始める。即 ち, かつて聞法

したり師から教えられたりしたことによつて見聞覚知 した事柄の中から, 何か一

つを心の対象に決める。 これは, まだ静慮に入つていない段階で行われる。この

見聞覚知 した事柄は, 行者が知 らなければな らない物事 ・所知事(jheya-vastu)

と呼ばれ, その中には, 死屍や骨鎖等の不浄や, 慈悲, 縁起, 持息念, 四聖諦な

どが入れ られている。これ らめ物事の中から, 行者は自分に応 じたものを何か一
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つ止 観 の対 象 と して選 ぶ。 例 え ば, 貧 欲 の強 い 者 は 骨 鎖 等 の不 浄 を対 象 と して選

ぶ, とい うよ うに。

そ の後 に, 彼 は止(amatha)を 行 ず る。 つ ま り静 慮 の心 を生 ず る。 これ は 次 の

観(vipayana)を 行 ず る時 に, 静 慮 地 に属 す る作 意(manasikara)を 必要 とす るの

で, 前 以 つ て静 慮 を生 じて お くの で あ る。 そ の 次 に彼 は, 骨 鎖等 の表 象(akara

行相)が 心 の 中 に顕 現 す る よ うに, 静 慮 地 に属 す る作 意 に よつ て作 意 す る。 つ ま

り, 三 昧 に入 つ た心 の働 きに よつ て 骨鎖 等 の イメ ー ジを心 の 中 に現 わ し出 す の で

あ る。 それ を勝 解 作 意(adhimksamanasikara)と 言 う。 この 場 合, 彼 の見 て い る

対 象 は, 骨 鎖 等 の所 知 事 つ ま り知 られ るべ き事 物 そ の もの で は な く, ま た そ れ に

似 た何 か他 の実 体(dravya)で もな い。 そ れ は, 所 知 事 に似 た, 心 の 中 の 顕現 で

あ る。 それ 故, それ は影 像(pratibimba)と 言 わ れ る。 彼 は, この影 像 を喩 伽 行 に

よ つ て成 就 して, そ の影 像 を検 討 し考 察 す る こ とに よつ て, 所 知 事 そ の もの を よ

く理 解 す る よ うに な る。 この よ うに, この影 像 は観 の修 習 に お い て 考察 の対 象 と

な る か ら有 分 別 影 像(savikalpa-pratibimba)と 言 わ れ る。

『声 聞 地 』 で は, こ の後 に無 分 別 影 像 を対 象 と して行 ぜ られ る止 に関 す る 記 述

が続 く。 しか し, こ こで は喩 伽行 に お け る唯識 説 の 原 形 を 求 め る こ とに 考察 を 限

定 す るた め に, 有 分別 影 像 を対 象 とす る観(vipayana)に 関 す る説 明 を なお 暫 く

検 討 して み た い。

『声 聞 地 』 は こ の少 し後9)に, 影 像 を対 象 と して行 ず る喩 伽 行 の 観 法 を, 経 を

引用 す る こ とに よつ て証 明 して い る。 そ こで は, 上 述 した の と同 じ内 容 の 記 述 が

少 しな され て, そ の 後 に 次 の よ うに 説 か れ る。 「彼 は, そ の見 聞覚 知 し た こ と に

関 して, 静 慮 地 に属 す る作意 を 以 つ て 作 意 し, 分 別 し, 勝 解 す る。 彼 は, その 所

知 事 そ の もの を 〔自分 と〕 一 体 化 し現 前 して い る も の(samahita sammukhibh.

tam)と して は見 な い け れ ど も, 彼 に は た だ 智 に す ぎ ず(jhanamatra), 或 は 見 に

す ぎず(daranamatra), 或 は 記 憶 にす ぎ ない(pratismrtamatra)所 知 事 の 影 像(prati-

rpakam), も し くは, 投 影(pratibhasa)が 生 ず る。」

この 引 用 経 の 中で 注 意 を ひ くの は, 影 像 をjnamatra, daranamatra, prati-

smrtamatraで あ る と述 べ て い る こ とで あ る。 『声 聞地 』で は, この よ うに, 喩伽 行

者 の対 象 は, 影 像 つ ま り勝 解 作意 とい う心 の 作 用 に よつ て 心 の 申 に現 わ し出 され

た もの, 或 はjhanamatra, daranamatra, pratismrtamatraな る もの と さ れ て い

る。 こ こに は, vijptimatraと い う語 は用 い られ て い ない け れ ど も, 唯 識 説 の

原 形 が姿 を現 わ して い る。 『解 深 密 経 』 の分 別 喩 伽 品10)で は, 止 観 の 所 縁 を 『声
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聞地』と殆んど同じ仕方で説明 しつつ, しかも影像をはつきりとvijptimatra

である, と言 う。この点に関しては, 分別喩伽品の方が 『声聞地』よりも後の成

立であることを思わせる。

さて冒頭に掲げた 『荘厳経論』の偶に戻る。いま見てきた 『声聞地』に説かれ

ていた有分別影像が, 『荘厳経論』では 「現前に立てられた相」と呼ばれている,

と考えられる。喩伽行者は自分の心の中に静慮の力によつて生じた表象である有

分別影像をよく観察し, 習熟することによつて, その(影像をいつでも即座に心に

生ずることができるようになる。この観想を繰 り返えすことによつて, 行者は観

想の対象が, それを習熟 した心においては即座に現われることを理解する。つま

り, 外界に対象が実在 しなくても, 観想の対象が恰 も眼前に実在するかの如 くに

現前することに熟達する。

このように不浄観等の観法によつて, まず最初に外界の対象なしに認識の生ず

ることに習熟する。そして, 『荘厳経論』の世親のBhasyaに よれば, 以上のよう

な「現前に立てられた相」を観察 した後に, 「自然に存在する相」即ち, 我 々の日常

的な認識の対象である瓶や布等 もまた, それを無始時来の輪廻において繰 り返え

し経験してきた心の現われにすぎない, とい うように観察す る。世親 のBhasya

は, 不浄観等の修習を実践することなしに, いきなり我々の日常的な認識対象で

ある瓶や布等を, 唯だ識のみにすぎない, と見ることができないことを示してい

る。そして喩伽行における唯識説の原形は, 「観想の対象は行者の心の ままに現

わし出される」とい う命題 として表わされている, と考えられる。
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補 註1

冒頭 に掲 げ た偶 のC句 中 の"vibhavayan"と い う語 に つ い て一 言 し てお き た い。 こ の

偶 は 漢 訳 で は, 「安 相 在 心 前, 及 以 自然 住, 一 切 倶 観 察, 至 得 大 薔 提 」 と訳 され,

Tib訳 で は, "mdun bshag mtshan ma gah yin dah bdag hid bdug pa gah yin

pa, tham cad rnam bjig blo ldan gyis, byah chub mtshog ni thob pargyur. "と

な つ て い る。 この 語 は, vibhのcaus. で, 1)t think of, 2)be aware of, 3)

see, bserve minutelyを 意 味 す る。 漢 訳(Prabhakaramitra訳)で も 「観 察 」 と訳 され

て い る。 し か し, Tib訳 で は, rnam par bjig paと な つ て い る。 こ の 語 はLokesh

ChandraのTib-Skt Dic. で は, 1)kapala, 2)vidhvarhsana, 3)viniVartana, 4)

vipralopata, 5)vibhavanaと い う対 応Sktが 列 挙 され て い る。5)のvibhavanaは

今 問 題 と して い る語 な の で暫 く措 く と し て, 1)のkapalaが 「頭 蓋 骨(Skull)」 を 表

わす 以 外 は, 2)も3)も4)も 全 て 「破 壊 」 を意 味 す る。 実際, 動 詞jig paの 意 味 は

t destroyで あ る。 また, 安 慧 釈 申 に 引 用 さ れ て い る 個 所(242, b, 7)で も, rnam

bigと な つ て お り, や は り 「破 壊 」 を意 味 して い る よ うに見 え る。Tib訳 は こ の よ う

に, vibhavayanを 「破 壊 」 とい う方 向 で訳 し てい る よ うで あ る。 と こ ろ が, 翻 訳 名 義

集No. 6360に は, vibhavanaが 「破 壊 」 とい う方 向 に も, 「観 察」 とい う方 向 に も 訳

され る こ と を反 映 し て, rnam par hjig pa barh rnam par sgorn pa(漢 訳, 或 壊 相,

或 観 相)と 記 載 し てい る。 偶 や 註 釈 の意 味 か らす る と, 「破 壊 す る ・rnam par hligpa」

とい う訳 語 は, 観 察 す る仕 方, 或 は観 察 の内 容 を, よ り具 体 的 に表 現 す る た め に採 用 さ

れ た 訳語 で は な い か, と考 え られ る。 安 慧 釈(243, b, 6-8)で は, 空 と し て 破 壊 す る

(Ston par big pa)と い う表 現 が, 空 と し て修 習 す る(stnparbsgmpa)と 言 い換 え

られ て い る。 更 に また, big paのpf. 形 はbigsで あ るが, bigsは 「観 察 」 の意 味

を 有 す るgshig paと 同 義 に 用 い られ る場 合 も あ る(S. C. Das, Tib-Eng Dic. p. 1080,

gshig pa)。 こ れ らの こと を考 え合 わ せ る と, 安慧 釈 のTib訳 者 は, vibhavayanと い

う語 を 「観 察 す る」 とい う意 味 と 「破 壊 す る」 とい う意 味 を共 に含 ませ うる よ うな仕 方

で訳 して い る よ うに思 わ れ る。

因 に この偶 は, 『摂 大 乗 論 』 入 所 知 相 品(佐 々木 本, 漢 訳, p. 55, Tib訳, p. 88)に

引用 され て い る。

玄 斐 訳 現 前 自然 住 安 立一 切 相 智 者 不 分 別 得最 上 薔 提

笈 多 訳 安立 及 自住 所 有 現 前 相 一 切 不 分別 智 人得 勝 覚

真 諦 訳 現 住 及 安立 一 切 相 思 惟 智 人不 分 別 故 得無 上 覚

仏 陀 扇 多 訳 在 前 随所 除 想 念 自住 処 智尽 不 分 別 得 上 薔 提 爾

Tib 訳 rntshan ma gah shig mdun bshag dah, gah yah

bdag nid gnas pa rnams, kun la blo ldan mi rtog na,

byan chub dam pa hthob par hgyur.

こ の よ うに, Tib訳 はmi rtog paと 訳 し, 漢 訳 は四 訳 と も不 分 別 と な つ て い る。

補 註2

大 谷 探 検 隊 本 に よ つ て, 長 行 の 冒頭 に, "evah akalpayan evam(A本 はeva)kra-

mad iti vaktavyam. "と い う一 文 を補 う。

(大 谷 大 学 助 手)
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